
【映像】 

アート・アニメーション・フェスティバル２００９ 

 

会 期：２００９年８月２日(日)～９日(日) [７日間] 

会 場：アートスペースＡ 

 

 ２００７年に開催した第一回目の「アート・アニメーシ

ョン・フェスティバル」では、１９８０年代に制作を開始

した伊藤高志や黒坂圭太に始まり、大山慶、倉重哲二、清

家美佳、和田淳ら、主として実験映画のフィールドから登

場した作家たちを中心にプログラムを組んだ。この上映会

で、「自主制作アニメーションの現在」として２プログラム

を組み、２作家、２グループを紹介したが、今回、自主制作アニメーションをメイ

ンに９プログラム、１０作家、１グループの作品を全会期に渡って上映したのは、

アニメーションを手掛ける作家たちが引き続き輩出され、かつ彼らがコンスタント

に制作を続けていったことに起因している。 

  例えば、２００７年に登場した作家の一人・山田園子は、NHK衛星第２放送の「デ

ジタル・スタジアム」で入選を続け、今年の「イメージフォーラム・フェスティバ

ル２００９」に入選するなど、確実に実力を蓄えてきている。また「アート・アニ

メーション・フェスティバル」には今回が初登場だが、若見ありさはこの地方で行

われている自主上映会「アニメーション・テープス」に出品を続け、新作『Chorus』

(2008 年)で、今年、スイスの「ロカルノ国際映画祭」で組まれた日本のアニメーシ

ョン作品を包括的に紹介した特集「MANGA IMPACT」への出品を果たした。「アート・

アニメーション・フェスティバル」は、継続的に開催されることで、今日の映像表

現の最も生き生きした状況を照らし出してきた、といえるだろう。このようにジャ

ンル自体に動きや勢いがある時を、上映会という事業を通じてタイムリーに紹介し

てきた意義は大きく、今回も熱心な観客が多数、訪れる結果となった。 

  また今回、上映会のもう一つの軸となった「世界アニメーション映画史」全１０

巻は、従来の自主制作アニメーションや実験映画に関心を持つ若い層に加えて、歴

史的な関心や懐かしさといった動機から、中高年層の観客を会場に向けさせること

になり、観客の層と幅を広げる結果を得た。しかし初期アニメーションは、歴史的・

骨董的価値だけではなく、技術的な試行錯誤をともなう当時の制作が、手抜きのな

い真剣味を帯びていて、異様ともいえる迫力を生み出していることに観客は驚かさ

れていた（特に、アメリカにおけるアニメーションの創始者、ウインザー・マッケ

イに対する反響は大きかった）。さらに、現代の自主制作アニメーションと、初期ア

ニメーションを通して観た観客からは、個人制作で試みられている様々な工夫（例

えば、写真を切り抜いて動画として使用する等）が、初期作品でも用いられていて、

時代を越えた共通性に気付く者の少なくなかったようだ。この様な、ある種の映画

史的な教育効果ともいった成果も挙げるなど、本上映会は事業としてさらなる深み

に到達したといえるだろう。 


